

















　第 1回公開研究会は、2019年 10月 28日（月）














































































　第 2回公開研究会は、2019年 12月 9日（月）
17時～ 18時 30分に西宮上ケ原キャンパス B号
館 302号教室にて、「監視テクノロジーと日常生
活―Screening Surveillanceを観る／考える／語る






































































































Screening Surveillance のひとつの作品 A Model 
Employeeでは、主人公の女性が腕時計型電子端
末を労働時間外でも付けることを強いられる様子
が描かれる。その理由は、日常生活のモニタリン
グから得られたデータ分析で「模範的労働者」と
認められれば、賃金アップやボーナスが保障され
るからだ。そこでは、彼女が勤務するレストラン
での時間・空間と、それ以外の生活の時空間との
区別は、もはや存在しない。両者は文字通り地続
きとなっている。そのように 24時間モニターさ
れる日常は、なんとも窮屈な世界に映るかもしれ
ない。だが、現実に SNSを介していつでも／ど
こでも繋がっている現代人は、実際には日常その
ものがデータ監視の対象と化した時代を、もうす
でに生きているのである。
　第二に、「人権」をめぐるさまざまな問題は、
実のところ互いに関わり合っている。労働者への
不法行為を平然と犯す引越業者の内実に迫る映像
は、関係者たちの証言を通して驚くべき事実を観
る者に伝える。会社の幹部たちは人事採用や勤務
評価に際して、あからさまな民族・地域・職業に
関わる差別発言と行為をはばかることなく社内で
繰り返していたのである。また、Murakami Wood
氏は議論の中で、テクノロジー企業による営利目
的のデータ監視に戦いを挑むことは、世界規模で
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進行する環境破壊への異議申し立てと切り離せな
いと指摘した。なぜなら、急速に巨大化したテッ
ク企業は、今では二酸化炭素排出の主たる担い手
だからである。こうした人権と環境に対する企業
の取り組みを直視することで、現実社会で人々が
直面する暴力はそれぞれ独立して生じるのではな
く、相互に絡み合いながら、日常における人権を
さまざまなかたちで侵害・抑圧している実態が浮
かび上がってくる。
　そして最後に、日々深刻さを増していく日常生
活の危機を前にして、一人ひとりが声を上げ、毅
然と異議を唱え、思いを同じくする者たちと連帯
し、今とは異なる世界（alternative world）を想像
／創造することの必要性である。それは決して夢
物語ではなく、十分に実現可能な投企＝プロジェ
クトである。不当な力に抗い、自らの「人権」を
勝ち取るべく他者と連帯し、正義を求めて闘い続
けることが何よりも重要であることが、二度にわ
たる研究会を通して再認識された。
　二つの映像作品は、グローバル化という嵐のも
とで危機にさらされている私たち自身の日常を、
どのようにして守り、誰もが生きるに値する生活
を勝ち取るためには、なにがなされねばならない
のかを問いかけていた。ジャンルも手法も大きく
異なる二つの作品に触れた後、そこからどのよう
なメッセージと実践を引き継ぐのかが、これから
の私たちに問われている。
